
資料６
新処理施設整備基本計画の骨子及び内容（案）

骨子 内容
検討委員会
審議予定時期

はじめに 　これまでの背景及び計画の目的を示す。

第１章 現況把握と課題の整理

第１節 維持管理状況

第２節 設備装置状況

第３節 運営体制状況

第４節 新施設の整備運営に反映すべき課題

第２章 新施設整備における基本方針の設定

第１節 施設整備の基本的な考え方

第２節 基本方針の設定

第３章 施設整備に係る基本的事項 　施設整備に必要な諸条件について設定する。

第１節 計画処理量の設定
　最新の人口動態、し尿等の搬入実績（月変動を含む。）を把握した上で、新処理施設整備基本構想で設定した計画処理量について精査し、適正な計画処理量
を設定する。

第２節 計画性状の設定
　現施設へ搬入されるし尿等の分析結果を解析し、最新の全国的な搬入物性状と比較した上で、圏域における搬入物性状について検討し、新施設における計画
性状を設定する。

第３節 公害防止基準の調査・設定と基本対策
　新施設からの放流水質、悪臭、騒音、振動について、関係法令の規制状況を整理し、既存施設の公害防止基準値（計画値）と汚泥再生処理センター性能指針
を踏まえ、施設性能（公害防止基準）を設定する。

第４章 施設整備内容の検討 　新施設の具体的な整備内容について検討する。

第１節 汚泥再生処理センターの概要 　汚泥再生処理センターの定義を整理する。

第２節 水処理方式の検討 　圏域における処理対象物の状況や技術的動向などを参考に、水処理方式について総合的に比較検討し、最適な処理方式を設定する。

第３節 資源化方式の検討 　資源化に関する圏域の状況と実現可能性を勘案し、各資源化方式の特徴、水処理方式との適応、近年の採用事例等について検討し、最適な方式を設定する。

第４節 処理設備計画 　選定した水処理方式、資源化方式に対し、処理工程ごとに主たる構成設備装置の型式等について検討し、最も合理的かつ経済的な処理システムを構築する。

第５節 共通設備計画
　建設予定地の状況、施設の維持管理性等を考慮し、共通設備の基本的事項を設定する。
　また、ライフサイクルコスト低減、災害対策（施設の強靭化・防災機能の確保）、再生可能エネルギーの利活用等は社会的要求事項であるため、新施設への
適用について検討する。

第５章 施設の運営管理方針

第１節 運営方針

第２節 維持管理計画

第３節 労働安全衛生対策

第４節 財源計画

第６章 施設整備計画 　上記の検討結果を踏まえ、新施設に係る施設整備計画を立案する。

第１節 施設整備基本計画 　施設概要、計画に関する基本事項等についてとりまとめる。

第２節 事業実施スケジュール 　工事発注準備から施設供用開始までのスケジュールを設定する。

第３節 施設計画図（イメージ図） 　施設全体配置計画図、搬入搬出動線、処理フローシート等を検討する。

　本組合の方針やPFI等導入可能性調査結果等を踏まえ、近年の施設運転管理の動向を勘案し、施設の管理・運営方針を定める。
　また、事業発注を見据え、新施設における運転時間、労働安全衛生対策、事業方式に応じた人員配置計画についても検討する。
　概算事業費は、PFI等導入可能性調査の市場調査結果を反映したものとし、財源計画及び年度別事業計画を立案する。

第３回
（９月下旬）

第４回
（12月下旬）

　既存施設の運営状況について、令和６年度に茨城地方広域環境事務組合が実施した精密機能検査の結果等を基に、搬入状況、処理状況、設備機器状況、運営
体制等の現況を把握するとともに新施設の整備運営に反映すべき課題を抽出する。

　既存施設の現況及び課題、新処理施設整備基本構想と構成市町の一般廃棄物処理基本計画、周辺環境や財政状況、社会的要請事項等を踏まえ、新施設の整
備・運営に関する基本的な考え方を様々な面から検討した上で、新施設の整備・運営に関する基本方針を設定する。

第２回
（７月中旬）


